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補助事業番号  28-2-031 

補助事業名  平成28年度 障害者グループホームの建築 補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人平成会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

障害者であって、アパート等での独り暮らしには不安があるものの、施設を出て、

あるいは親元を離れて自立した生活を送りたいと希望している者が利用するための、

定員５名の個室ユニットタイプのグループホームの新築。当ホームはワンルームマン

ションタイプの部屋も設けており、独り暮らしへ向けての訓練機能も備えている。 

また、地域の方の緊急避難用等のための部屋を２室用意している。 

 

（２）実施内容 

   補助事業により、「ホーム第一宮領」が完成した。 

 （グループホーム紹介ページURL） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑正面玄関                  ↑外観 

 

 

 

 

 

 

 

↑独身寮タイプ個室             ↑ワンルームマンションタイプ個室 

http://heiseikai.org/blog/2017/05/17/%ef%bd%8a%ef%bd%8b%ef%bd%81%e3%81%ae%e8%a3%9c%e5%8a%a9%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e3%81%a7%e3%83%9b%e3%83%bc%e3%83%a0%e7%ac%ac%e4%b8%80%e5%ae%ae%e9%a0%98%e3%81%8c%e5%ae%8c%e6%88%90%e3%81%97%e3%81%be%e3%81%97/
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↑共同浴室脱衣場、洗面所        ↑共同浴室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑車椅子トイレ             ↑食卓及び椅子セット（初度調弁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑応接セット（初度調弁） 

 

２ 予想される事業実施効果 

障害当事者が普通に地域で共生していく社会を目指しています。障害者は身体能力

の強靭さや精神活動の俊敏さにおいて劣ることがあり、また意思の伝達方法が独特で

ある場合は、コミュニケーションの面で生活のしづらさを抱えることになります。し
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かし、その生活のしづらい内容や程度を周りの者が理解すれば、地域で共に暮らすこ

とができます。そうした公平で優しさのある社会の創出を目指しています。グループ

ホームは、障害者が普段の実生活で地域の方々と直接交流する拠点となるもので、今

最も必要な施設であり、共生社会へ向けて確かな一歩を進めるものです。 

 

 

３ 補助事業に係る成果物 

   本事業に係る印刷物等 

 

広報誌『にしのいけ』平成29年4月号。 

社会福祉法人平成会紹介パンフレット『ご案内』（平成29年4月改定） 

（ホームページアップは行なっておりません。） 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人平成会（シャカイフクシホウジン ヘイセイカイ） 

住   所： 〒739-2121 

広島県東広島市高屋町小谷5001番地5 

代 表 者： 理事長 赤坂秀則（アカサカ ヒデノリ） 

担 当 部 署： 宮領地区整備準備室（ミヤリョウチク セイビジュンビシツ） 

担 当 者 名： 室長 呼川秀邦（ヨビカワ ヒデクニ） 

電 話 番 号： 082-490-3775 

F A X： 082-490-3077 

E - m a i l： yobikawa@nishinoike.or.jp 

U R L： http://heiseikai.org/  
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